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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第112期

第１四半期
連結累計期間

第113期
第１四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 (百万円) 147,309 162,013 646,213

営業利益又は
営業損失（△）

(百万円) 291 2,779 △21,441

経常利益又は
経常損失（△）

(百万円) 1,381 2,666 △24,050

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

(百万円) 1,361 3,308 △34,705

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 11,456 6,144 △18,795

純資産額 (百万円) 276,204 248,869 244,670

総資産額 (百万円) 878,947 925,072 923,531

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

(円) 8.20 19.90 △209.01

自己資本比率 (％) 30.4 25.8 25.5
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について、１株当たり当期純損失であり、潜在株式が存在

しないため記載していません。

 
２ 【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、紙・板紙事業、ホーム＆パーソナルケア事業、その他の３つのセグ

メント情報の区分にわたって事業活動を展開しています。

2023年４月１日付で、ダイオーエクスプレス株式会社は、ダイオーロジスティクス株式会社に吸収合併され消滅し

ています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、経営者が当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクの発生、又は前連結会計年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

 
(1) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が緩和され

たことや感染症法上の位置づけが５類感染症に変更されたことで経済活動が正常化に向かう一方、ウクライナ情勢

の長期化、資源価格や原材料価格の高騰、円安による物価の上昇等により、依然として先行き不透明な状況が続い

ております。

当社グループにおいては、当連結会計年度は2021年度から2023年度までの３カ年計画である第４次中期事業計画

「GEAR UP 次なる成長、新たな未来へ」（2021年５月発表）の最終年度となります。

厳しい経営環境を乗り越えるために、紙・板紙事業、ホーム＆パーソナルケア事業のほぼ全ての製品における販

売価格の維持や、主要工場でのエネルギー構成や生産体制の見直し、省力化を含む聖域なきコストダウンを着実に

進めてまいります。そして、紙・板紙事業からホーム＆パーソナルケア事業への構造転換による「強靭な事業ポー

トフォリオの確立」に向けた諸施策を加速させることで業績回復を達成し、再成長へと繋げていきます。

当第１四半期連結累計期間の連結業績は、以下のとおりです。

売上高 162,013百万円 (前年同四半期比 10.0％増)

営業利益 2,779百万円 (前年同四半期比 853.5％増)

経常利益 2,666百万円 (前年同四半期比 93.1％増)

親会社株主に帰属する
四半期純利益

3,308百万円 (前年同四半期比 143.0％増)
 

 
セグメントの状況は、次のとおりです。

①　紙・板紙

売上高 87,974百万円 (前年同四半期比 7.5％増)

セグメント利益 3,504百万円 (前年同四半期比 78.2％増)
 

紙・板紙事業においては、新聞用紙は、新聞発行部数及び頁数の減少により販売数量は前年同期より減少

しましたが、価格改定の浸透によって販売金額は前年同期を上回りました。

洋紙事業（新聞用紙を除く）は、グラフィック用紙の更なる需要減少に伴いチラシやパンフレット用途の

洋紙を中心に販売数量は前年同期より減少しましたが、あらゆる製品の価格改定の浸透によって販売金額は

前年同期を上回りました。

板紙・段ボールは、食料品や日用品の値上げによって国内需要は伸び悩み、輸出についても中国を中心に

需要が振るわず販売数量は前年同期を下回りましたが、価格改定の浸透によって販売金額は前年同期を上回

りました。

これらの結果、紙・板紙事業では、売上高及びセグメント利益は前年同期を上回りました。

 
②　ホーム＆パーソナルケア

売上高 68,511百万円 (前年同四半期比 15.6％増)

セグメント損失（△） △1,330百万円 (前年同四半期はセグメント損失△2,126百万円)
 

ホーム＆パーソナルケア事業において国内事業では、衛生用紙は、前年の価格改定時のシェアダウンが完

全に回復したことに加え、ソフトパックティシューや大容量トイレット等の高付加価値品の販売が伸長した

ことにより、販売数量、金額ともに前年同期を上回りました。紙加工品は、生活者の要望を反映した新商品

やリニューアル品、著名人や大手アウトドアブランドとのコラボレーション商品、及び人気キャラクターを

採用したデザイン企画品を連続して市場に投入し、好評を得ました。

国内事業全体としては、アフターコロナの行動回帰や少子化の進行により、マスクやベビー用紙おむつ等
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個別の商品カテゴリーにおける販売減があったものの、価格改定の浸透によって販売金額は前年同期を上回

りました。

海外事業では、中国は、フェミニンケアの拡販は進みましたが、ゼロコロナ政策の余波によるベビーケア

の販売減によって販売金額は前年同期を下回りました。東南アジアは、フェミニンケアの拡販は進みました

が、ベビーケアの価格改定による販売減によって販売金額は前年同期を下回りました。ブラジルは、各製品

の価格改定が浸透しフェミニンケア、ベビーケア、紙製品等の高付加価値品の拡販によって販売金額は前年

同期を上回りました。トルコは、各製品の価格改定が浸透しベビーケア、ウエット、リキッド等の拡販に

よって販売金額は前年同期を上回りました。

これらの結果、ホーム＆パーソナルケア事業においては、価格改定の浸透によって国内事業、海外事業と

もに売上高は前年同期を上回りました。セグメント利益は、海外事業の減販等の影響を受けセグメント損失

となりましたが、国内事業の価格改定等により収益性が回復したことで、前年同期よりも赤字幅は縮小しま

した。

 
③　その他

売上高 5,527百万円 (前年同四半期比 10.5％減)

セグメント利益 586百万円 (前年同四半期比 33.5％増)
 

主に売電事業、機械事業、木材事業及び物流事業であり、売電事業の外部販売が減ったこと等により、売

上高は前年同四半期を下回りました。
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＜主要品種別販売数量・金額増減要因＞

紙・板紙セグメント

品種 数量 金額 動向

新聞用紙 － ＋
新聞発行部数及び頁数の減少による数量減、

価格改定の浸透

洋紙 － ＋ 印刷・情報用紙需要減による数量減、価格改定の浸透

板紙・段ボール － ＋ 需要低迷による数量減、価格改定の浸透

ホーム＆パーソナルケアセグメント

品種 数量 金額 動向

衛生用紙 ＋ ＋
ソフトパックティシュー、大容量トイレット等の高付加価値品の販売伸

長及びシェアの回復

ベビーケア － － 少子化に伴う需要減少

大人用ケア ＋ ＋ 高付加価値パッドの販売伸長、価格改定の浸透

フェミニンケア ＋ ＋ デザイン企画品、高付加価値品の販売伸長

ウエットワイプ ＋ ＋ 新商品・トイレクリーナー詰替大容量の販売伸長

マスク － － アフターコロナの行動回帰に伴う需要減少及び販売価格の下落
 

 
(2) 財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、投資その他の資産等の減少があったものの、棚卸資産や受取手形、売

掛金及び契約資産等の増加により、前連結会計年度末に比べ1,540百万円増加し、925,072百万円となりました。

負債は長期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ2,657百万円減少し、676,203百万円となりました。

純資産は為替換算調整勘定の増加等により、前連結会計年度末に比べ4,198百万円増加し、248,869百万円となり

ました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.3ポイント上昇し、25.8％となりました。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

 
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、865百万円です。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定及び締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 169,012,926 169,012,926
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数
100株

計 169,012,926 169,012,926 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

   2023年４月１日

～

   2023年６月30日

－ 169,013 － 53,884 － 52,871

 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    （2023年６月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － ―

議決権制限株式（自己株式等） － － ―

議決権制限株式（その他） － － ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,383,900 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 167,554,900 1,675,549 同上

単元未満株式 普通株式 74,126 －
１単元（100株）
未満の株式

発行済株式総数 169,012,926  ―

総株主の議決権 － 1,675,549 ―
 

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式交付信託が所有する当社株式が951,500株（議決権の数

9,515個）及び従業員持株会信託が所有する当社株式が85,400株（議決権の数854個）含まれています。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,700株（議決権の数17個）含ま

れています。

 

② 【自己株式等】

  （2023年６月30日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

大王製紙株式会社
愛媛県四国中央市
三島紙屋町２番60号

1,383,900 － 1,383,900 0.8

合計 ― 1,383,900 － 1,383,900 0.8
 

（注）「自己名義所有株式数（株）」の欄には、株式交付信託が所有する当社株式951,500株及び従業員持株会信託が

所有する当社株式85,400株は含まれていません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2023年４月１日から2023年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しています。

第112期連結会計年度　ＰｗＣあらた有限責任監査法人

第113期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　EY新日本有限責任監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 102,638 96,217

  受取手形、売掛金及び契約資産 106,851 112,545

  電子記録債権 10,753 11,720

  棚卸資産 113,090 120,100

  未収還付法人税等 4,614 4,725

  その他 17,388 14,401

  貸倒引当金 △279 △140

  流動資産合計 355,058 359,570

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 104,544 104,742

   機械装置及び運搬具（純額） 202,639 208,626

   土地 87,099 87,241

   その他（純額） 37,823 32,956

   有形固定資産合計 432,106 433,567

  無形固定資産   

   のれん 45,847 45,640

   その他 38,619 37,832

   無形固定資産合計 84,466 83,472

  投資その他の資産 ※２  51,800 ※２  48,369

  固定資産合計 568,373 565,410

 繰延資産 99 91

 資産合計 923,531 925,072
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 88,167 86,660

  コマーシャル・ペーパー 20,000 30,000

  短期借入金 13,659 13,792

  1年内償還予定の社債 56 56

  1年内返済予定の長期借入金 78,812 74,605

  未払法人税等 1,472 2,107

  引当金 5,852 3,259

  その他 44,776 46,933

  流動負債合計 252,797 257,414

 固定負債   

  社債 45,136 45,136

  長期借入金 324,000 318,552

  退職給付に係る負債 23,986 24,128

  引当金 1,061 663

  その他 31,879 30,309

  固定負債合計 426,063 418,789

 負債合計 678,860 676,203

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 53,884 53,884

  資本剰余金 55,112 55,112

  利益剰余金 117,493 118,754

  自己株式 △3,600 △3,498

  株主資本合計 222,890 224,252

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,968 3,626

  繰延ヘッジ損益 329 735

  為替換算調整勘定 6,907 9,457

  退職給付に係る調整累計額 1,026 957

  その他の包括利益累計額合計 12,231 14,775

 非支配株主持分 9,549 9,840

 純資産合計 244,670 248,869

負債純資産合計 923,531 925,072
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 147,309 162,013

売上原価 115,193 129,024

売上総利益 32,116 32,989

販売費及び一般管理費 31,825 30,210

営業利益 291 2,779

営業外収益   

 受取利息 146 212

 受取配当金 731 196

 持分法による投資利益 55 19

 為替差益 1,706 1,062

 正味貨幣持高に関する利得 － 232

 その他 500 955

 営業外収益合計 3,139 2,679

営業外費用   

 支払利息 1,215 1,531

 デリバティブ評価損 498 688

 その他 335 571

 営業外費用合計 2,049 2,792

経常利益 1,381 2,666

特別利益   

 固定資産売却益 39 42

 投資有価証券売却益 1,321 1,545

 受取保険金 50 854

 その他 164 85

 特別利益合計 1,576 2,527

特別損失   

 固定資産除売却損 219 105

 災害による損失 162 84

 固定資産圧縮損 153 72

 その他 7 6

 特別損失合計 543 268

税金等調整前四半期純利益 2,414 4,925

法人税、住民税及び事業税 836 1,488

法人税等調整額 601 52

法人税等合計 1,438 1,541

四半期純利益 976 3,383

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△384 75

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,361 3,308
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 976 3,383

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △810 △340

 繰延ヘッジ損益 132 372

 為替換算調整勘定 11,225 2,798

 退職給付に係る調整額 △58 △67

 持分法適用会社に対する持分相当額 △8 △1

 その他の包括利益合計 10,480 2,760

四半期包括利益 11,456 6,144

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 10,240 5,852

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,216 291
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【注記事項】

（追加情報）

（従業員持株会信託型ESOPについて）

当社は、当社グループの従業員持株会を活用した中長期的な企業価値向上と福利厚生の拡充を目的としたイン

センティブ・プランとして「従業員持株会信託型ESOP」を導入しています。

 
（1）導入の目的

本制度は、福利厚生の一環として、当社グループの従業員持株会を活性化して当社グループ従業員の安定的な

財産形成を促進すること、並びに、当社グループ従業員の会社経営への参画意識の向上と業績向上へのインセン

ティブ付与により、当社の中長期的な企業価値の向上を図ることを目的としています。

 
（2）取引の概要

当社は、「大王製紙従業員持株会」（以下「持株会」という。）に加入する当社グループ従業員を対象に本制

度を導入しています。

当社は、持株会に加入する当社グループ従業員のうち、一定の要件を充足する者を受益者とする「従業員持株

会信託（他益信託）」（以下「持株会信託」という。）を設定しています。

持株会信託は、信託契約後５年間にわたり持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を、借入により調達し

た資金で一括して取得します。なお、当社は、持株会信託の当該借入に対し保証を行います。本制度導入後は、

持株会による当社株式の取得は持株会信託からの買付けにより行います。持株会による当社株式の取得を通じ、

持株会信託に売却益相当額が累積した場合には、信託終了の際に、これを受益者たる当社グループ従業員に対し

て分配します。一方、当社株価の下落により持株会信託が借入債務を完済できなかった場合には、当社が借入先

銀行に対して残存債務を弁済します。その際、持株会に加入する当社グループ従業員が負担することはありませ

ん。

 
（3）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しています。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末244百万円及び127千株、当

第１四半期会計期間165百万円及び85千株です。

 
（4）総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

前連結会計年度 461百万円　当第１四半期会計期間 461百万円
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っています。

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

富士製紙協同組合 54百万円 富士製紙協同組合 54百万円
 

 
※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

投資その他の資産 118百万円 119百万円
 

 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負のの

れんの償却額は、次のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年６月30日)

減価償却費 9,960百万円 10,902百万円

のれんの償却額 1,182 930 

負ののれんの償却額 15 15 
 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,011 12.00 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
 

 （注）2022年６月29日開催の定時株主総会決議の配当金の総額には、取締役等への株式報酬制度のために設定した

「株式交付信託」に係る信託口に対する配当金11百万円、「従業員持株会信託型ESOP」の導入に伴い設定した

「持株会信託」に係る信託口に対する配当金４百万円が含まれています。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,508 9.00 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金
 

 （注）2023年６月29日開催の定時株主総会決議の配当金の総額には、取締役等への株式報酬制度のために設定した

「株式交付信託」に係る信託口に対する配当金８百万円、「従業員持株会信託型ESOP」の導入に伴い設定した

「持株会信託」に係る信託口に対する配当金１百万円が含まれています。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：百万円)

 

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

紙・板紙
ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高        

外部顧客への売上高 81,843 59,287 141,131 6,178 147,309 － 147,309

セグメント間の
内部売上高又は振替高

4,213 591 4,805 19,238 24,043 △24,043 －

計 86,057 59,879 145,937 25,416 171,353 △24,043 147,309

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

1,966 △2,126 △160 439 279 12 291

 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械事

業、物流事業、売電事業、ゴルフ場事業及び不動産賃貸事業等を含んでいます。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額です。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：百万円)

 

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

紙・板紙
ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高        

外部顧客への売上高 87,974 68,511 156,486 5,527 162,013 － 162,013

セグメント間の
内部売上高又は振替高

4,185 335 4,520 20,890 25,410 △25,410 －

計 92,159 68,846 161,006 26,417 187,424 △25,410 162,013

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

3,504 △1,330 2,174 586 2,761 17 2,779

 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械事

業、物流事業、売電事業、ゴルフ場事業及び不動産賃貸事業等を含んでいます。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額です。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

４．当第１四半期連結累計期間より一部管理方法の変更を行っています。
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（収益認識関係）

（収益の分解情報）

当社グループの売上収益は、主として一時点で顧客に支配が移転される財から生じる収益で構成されています。

当社の報告セグメントにおける収益を顧客の所在地を基礎とした地域別に以下の通り分解しています。

 
前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

 
  (単位：百万円)

 

 報告セグメント

その他 合計
紙・紙板

ホーム＆
パーソナルケア

計

日本 73,441 38,833 112,274 4,953 117,227

東アジア 3,999 7,801 11,801 836 12,637

東南アジア 2,084 1,758 3,842 － 3,842

南米 1,524 10,420 11,944 341 12,285

中東・その他 794 474 1,268 2 1,271

顧客との契約から認識した収益 81,843 59,287 141,131 6,133 147,265

その他の契約から認識した収益(注) － － － 44 44

外部顧客への売上高 81,843 59,287 141,131 6,178 147,309
 

（注）その他の契約から認識した収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に

　　含まれる不動産賃貸収入です。

 
当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

 
  (単位：百万円)

 

 報告セグメント

その他 合計
紙・紙板

ホーム＆
パーソナルケア

計

日本 82,685 46,122 128,807 3,113 131,921

東アジア 4,272 5,201 9,473 1,718 11,192

東南アジア 870 1,122 1,993 － 1,993

南米 － 14,941 14,941 635 15,576

中東・その他 146 1,124 1,270 2 1,272

顧客との契約から認識した収益 87,974 68,511 156,486 5,470 161,956

その他の契約から認識した収益(注) － － － 56 56

外部顧客への売上高 87,974 68,511 156,486 5,527 162,013
 

（注）その他の契約から認識した収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に

　　含まれる不動産賃貸収入です。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 8円20銭 19円90銭

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,361 3,308

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益（百万円）

1,361 3,308

普通株式の期中平均株式数（千株） 165,934 166,219
 

（注）１．「株式交付信託」及び「持株会信託」が保有する当社株式を、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除

した当該自己株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期間1,335千株、当第１四半期連結累計期間

1,066千株です。

　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

２０２３年８月１０日

大王製紙株式会社

取締役会　 御中

 
EY新日本有限責任監査法人

東　 京　 事　 務　 所
 

 

 
指定有限責任社員

 公認会計士 定　留　　尚　之  
業 務 執 行 社 員

 

 
指定有限責任社員

 公認会計士 井　尾　　　　稔  
業 務 執 行 社 員

 

 
指定有限責任社員

 公認会計士 鈴　木　　拓　也  
業 務 執 行 社 員

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大王製紙株

式会社の２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２３年４

月１日から２０２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２３年４月１日から２０２３年６月３０日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大王製紙株式会社及び連結子会社の２０２３年６月３０日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
その他の事項

会社の２０２３年３月３１日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期

間に係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー

及び監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して２０２２年８月１２日付けで無限定の結

論を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して２０２３年６月２９日付けで無限定適正意見を表明している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー

報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　 上

 
　

 

（注） １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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